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申
し
込
み
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

本
社
か
ら
も
申
し
込
み
用
紙
を
郵
送
致

し
ま
す
。

（三号守）　9.5㎝×6㎝（三号守）　9.5㎝×6㎝（三号守）　9.5㎝×6㎝

星
祭
特
別
三
号
守
・
六
号
守　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
円
以
上

（一号守）  　16㎝×9㎝（一号守）  　16㎝×9㎝（一号守）  　16㎝×9㎝

星
祭
特
別
一
号
守
・
六
号
守　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

   

（六号守）　　6㎝×3㎝（六号守）　　6㎝×3㎝（六号守）　　6㎝×3㎝

星
祭
特
別
六
号
守　

三
百
円
以
上

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

令
和
七
年
十
二
月
二
十
二
日

（
冬
至
）

星
祭
祈
願
始
め
祭　午

後
四
時
よ
り　

令
和
八
年
二
月
三
日
（
火
）

星
祭
祈
願
納
め
祭
　

午
前
十
一
時
よ
り

　

星
祭
り
と
は
、
年
の
変
わ
り
目

に
各
人
の
持
つ
「
生
ま
れ
星
」
を

祭
り
、
大
難
は
小
難
に
、
小
難
は

無
難
に
な
る
よ
う
に
、
一
年
間
の

幸
福
と
除
災
の
祈
願
を
石
鎚
大
神

に
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

祈
願
札
に
、
ご
氏
名
を
記
入
調

整
し
、　

冬
至
の
日
の
夕
刻
よ
り
節

分
の
日
ま
で
、
神
職
が
朝
夕
に
清

祓
・
ご
祈
願
い
た
し
ま
す
。

　

二
月
三
日
節
分
の
日
に
は
、
本

社
に
て
古
神
札
神
納
浄
火
祭
に
次

い
で
節
分
祭
・
星
祭
祈
願
納
め
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
申
し
込

み
と
祭
典
の
参
列
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

星
祭
祈
願
申
し
込
み
要
項

・
こ
ち
ら
よ
り
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

＊
祈
願
札
は
節
分
の
後
に
お
世
話

　

人
様
に
発
送
し
、
皆
様
方
に
は

　

お
世
話
人
様
よ
り
お
受
け
取
り

　

い
た
だ
き
ま
す
。

　

二
月
三
日
の
祭
典
の
後
、
お
渡

　

し
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

三
千
円
未
満
の
送
料
変
更

郵
送
料
値
上
げ
に
伴
い
送
料
を
二

百
円
か
ら
三
百
円
に
値
上
げ
致
し

ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

そ
の
他
、
ご
質
問
や
不
明
な
点
、

お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

本
社
星
祭
り
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

以
上

祭
典
案
内

二
月
二
日　

午
後
五
時
〜

星
祭
り　

祈
願
納
め
宵
宮
祭

二
月
三
日　

午
前
十
時
三
十
分
〜

古
神
札
神
納
浄
火
祭

午
前
十
一
時
〜

星
祭
り
祈
願
納
め
祭

併
せ　

節
分
祭

引
き
続
き

御
神
像
拝
戴
神
事

厄
祓
い
豆
ま
き

神
賑
行
事

福
引
き
入
り
福
豆
授
与

招
福
う
ど
ん
振
る
舞
い

（
但
し
数
に
限
り
有
り 

十
五
時
終
了
）

令
和
七
年
の
神
賑
行
事
を
記
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
変
更
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

（二号守） 13.5㎝×7.5㎝（二号守） 13.5㎝×7.5㎝（二号守） 13.5㎝×7.5㎝

星
祭
特
別
二
号
守
・
六
号
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
円
以
上

（木　札） 高さ37cm（木　札） 高さ37cm（木　札） 高さ37cm

星
祭
祈
願
特
別
木
札
・
六
号
守　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円
以
上

（五号守）　6.5㎝×3㎝（五号守）　6.5㎝×3㎝（五号守）　6.5㎝×3㎝

星
祭
特
別
五
号
守　

五
百
円
以
上

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
神
札
六
種
類
、
初
穂
料

T
E
L　

〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四　

星
祭
係
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続
い
て
見
返
り
遙
拝
殿
前
に
て

斎
行
さ
れ
た
お
火
焚
き
祈
願
祭
で

は
、
十
亀
権
宮
司
の
手
に
よ
り
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
四
百
三

十
五
本
の
祈
願
木
を
一
つ
ず
つ
読

上
げ
、
そ
し
て
参
列
の
皆
様
と
共

に
大
阪
府　

瑞
明
遙
拝
所
長　

　

夏
の
盛
り
希
少
な
植
物
キ
レ
ン

ゲ
シ
ョ
ウ
マ
も
黄
色
の
ふ
っ
く
ら

し
た
つ
ぼ
み
を
付
け
始
め
た
頃
、

八
月
八
日
、
十
一
時
よ
り
中
宮
成

就
社
境
内
に
ご
鎮
座
さ
れ
ま
す
八

大
龍
王
社
に
於
き
ま
し
て
、
例
大

祭
並
び
に
お
火
焚
き
祈
願
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
ら
し
い
晴
れ
晴
れ
し
た
天
候

に
恵
ま
れ
多
く
の
方
が
参
列
し
祭

儀
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
事
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

祭
儀
は
武
智
宮
司
が
例
大
祭
を

言
祝
ぐ
祝
詞
を
奏
上
、
ご
参
列
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
大
神
様
の

ご
守
護
に
感
謝
す
る
玉
串
拝
礼
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
川
昌
宏
先
生
の
先
導
で
、
大
祓

詞
斉
唱
・
般
若
心
経
を
読
誦
し
願

い
事
が
成
就
し
ま
す
よ
う
心
一
つ

に
お
祈
り
申
し
上
げ
、
納
め
に
八

大
龍
王
神
札
を
参
列
の
皆
様
一
人

ひ
と
り
に
お
渡
し
し
て
祭
典
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
の
八
大
龍
王
社
例
大
祭
・

お
火
焚
き
祈
願
祭
も
多
く
の
御
参

列
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
、

八
大
龍
王
神
の
神
威
益
々
の
発
揚

と
、
全
国
各
地
の
信
徒
の
皆
様
の

ご
多
幸
と
、
常
日
頃
よ
り
御
配
慮

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係
者
各

位
に
感
謝
申
し
上
げ
報
告
と
致
し

ま
す
。

　

ま
た
こ
の
度
、
大
阪
府　

瑞
明

遙
拝
所
長　

西
川
昌
宏
先
生
よ
り

鈴
の
緒
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。

白
、
赤
、
青
色
の
三
色
織
り
成
す

鮮
や
か
な
鈴
の
緒
が
、
お
社
と
緑

の
木
々
立
つ
中
見
事
に
美
し
く
見

え
て
お
り
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

瀧
澤

八
大
龍
王
社　

例
大
祭　

令
和
七
年
八
月
八
日
斎
行

八
大
龍
王
社　

例
大
祭　

令
和
七
年
八
月
八
日
斎
行

八
大
龍
王
社　

例
大
祭　

令
和
七
年
八
月
八
日
斎
行
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続
い
て
見
返
り
遙
拝
殿
前
に
て

斎
行
さ
れ
た
お
火
焚
き
祈
願
祭
で

は
、
十
亀
権
宮
司
の
手
に
よ
り
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
四
百
三

十
五
本
の
祈
願
木
を
一
つ
ず
つ
読

上
げ
、
そ
し
て
参
列
の
皆
様
と
共

に
大
阪
府　

瑞
明
遙
拝
所
長　

　

夏
の
盛
り
希
少
な
植
物
キ
レ
ン

ゲ
シ
ョ
ウ
マ
も
黄
色
の
ふ
っ
く
ら

し
た
つ
ぼ
み
を
付
け
始
め
た
頃
、

八
月
八
日
、
十
一
時
よ
り
中
宮
成

就
社
境
内
に
ご
鎮
座
さ
れ
ま
す
八

大
龍
王
社
に
於
き
ま
し
て
、
例
大

祭
並
び
に
お
火
焚
き
祈
願
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
ら
し
い
晴
れ
晴
れ
し
た
天
候

に
恵
ま
れ
多
く
の
方
が
参
列
し
祭

儀
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
事
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

祭
儀
は
武
智
宮
司
が
例
大
祭
を

言
祝
ぐ
祝
詞
を
奏
上
、
ご
参
列
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
大
神
様
の

ご
守
護
に
感
謝
す
る
玉
串
拝
礼
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
川
昌
宏
先
生
の
先
導
で
、
大
祓

詞
斉
唱
・
般
若
心
経
を
読
誦
し
願

い
事
が
成
就
し
ま
す
よ
う
心
一
つ

に
お
祈
り
申
し
上
げ
、
納
め
に
八

大
龍
王
神
札
を
参
列
の
皆
様
一
人

ひ
と
り
に
お
渡
し
し
て
祭
典
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
の
八
大
龍
王
社
例
大
祭
・

お
火
焚
き
祈
願
祭
も
多
く
の
御
参

列
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
、

八
大
龍
王
神
の
神
威
益
々
の
発
揚

と
、
全
国
各
地
の
信
徒
の
皆
様
の

ご
多
幸
と
、
常
日
頃
よ
り
御
配
慮

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係
者
各

位
に
感
謝
申
し
上
げ
報
告
と
致
し

ま
す
。

　

ま
た
こ
の
度
、
大
阪
府　

瑞
明

遙
拝
所
長　

西
川
昌
宏
先
生
よ
り

鈴
の
緒
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。

白
、
赤
、
青
色
の
三
色
織
り
成
す

鮮
や
か
な
鈴
の
緒
が
、
お
社
と
緑

の
木
々
立
つ
中
見
事
に
美
し
く
見

え
て
お
り
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

瀧
澤

八
大
龍
王
社　

例
大
祭　

令
和
七
年
八
月
八
日
斎
行

八
大
龍
王
社　

例
大
祭　

令
和
七
年
八
月
八
日
斎
行

八
大
龍
王
社　

例
大
祭　

令
和
七
年
八
月
八
日
斎
行
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令
和
七
年
九
月
一
日
（
月
）
、

本
社
の
月
次
祭
に
あ
わ
せ
て
御
神

像
拝
戴
神
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
時

に
ご
奉
仕
頂
く
拝
戴
奉
仕
団
の
講

習
会
が
十
九
名
の
参
加
を
頂
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
正
し
い
作
法
を

学
び
、
年
間
七
回
行
わ
れ
る
御
神

像
拝
戴
を
行
い
た
い
・
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
交
流
を
深
め
、
参
拝

者
に
喜
ん
で
頂
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
始
ま
り
、
今
回
が
二
十
二
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
の
最
多
参
加
者
回
数

は
十
七
回
の
高
岡
先
達
・
初
め
て

の
方
も
二
名
お
ら
れ
、
御
神
像
の

受
け
渡
し
、
拝
戴
時
の
注
意
事

項
、
座
っ
て
行
う
・
立
っ
て
行
う

拝
戴
を
学
び
、
力
を
入
れ
る
だ
け

が
良
い
の
で
は
な
く
、
奉
仕
者
と

御
神
像
拝
受
者
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
る
よ
う
に
心
が
け
る
な
ど
、

心
の
持
ち
方
も
含
め
て
講
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
毎
年
九
月
一
日

の
午
後
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

【
受
講
者
ご
芳
名
】

東
予
崇
敬
組
合

窪
田　

進

西
条
周
桑
崇
敬
組
合

佐
伯　

義
明
・
菅　
　

忠
昭

十
亀　

勉　

・
高
岡　

信
行

藤
田　

義
久
・
杉
森　

信
友

神
野　

克
史

中
予
崇
敬
組
合

山
本
眞
理
子
・
鈴
村　

寿
一

伊
藤　

佳
次
・
乙
井　

正
男

高
石　

滋　

・
市
田　

淳

市
田　

智
恵
・
山
下　

伸
美

宇
野　

牧
子
・
後
藤　

広
幸

南
予
崇
敬
組
合

肥
田　

真
由
美

記　

権
宮
司　

十
亀
博
行

　

令
和
七
年
度
の
大
分
崇
敬
組
合

主
催
地
方
祭
式
講
習
会
が
左
記
の

要
領
に
て
執
り
行
わ
れ
、
皆
さ
ん

熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

記

主　

催　

大
分
崇
敬
組
合

組
合
長　

田
島
大
悟

日　

程　

九
月
二
十
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　

二
十
一
㈰
ま
で

場　

所　

大
分
県　

尺
間
嶽
教
会

参
加
者　

二
十
五
名
（
新
人
八
名
）

（
以
上
・
敬
称
略
）

記　

禰
宜　

大
岡

　

去
る
九
月
十
三
日
か
ら
十
四
日

の
二
日
間
、
岡
山
県
井
原
市
に
あ

り
ま
す
備
中
鬼
石
組
遙
拝
所
に

て
、
本
社
曽
我
部
権
禰
宜
指
導
の

も
と
東
洋
大
心
崇
敬
組
合
の
祭
式

作
法
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
管
内
よ
り

十
二
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
正

坐
の
姿
勢
、
拝
の
角
度
、
笏
法
等

の
基
礎
作
法
の
鍛
錬
、
大
祭
式
に

則
っ
た
行
事
作
法
の
実
技
を
行

い
、
二
日
目
の
夕
方
に
講
習
会
の

習
熟
度
を
見
せ
て
頂
く
為
、
参
加

者
全
員
に
所
役
を
割
り
振
り
、
大

祭
式
に
て
終
了
奉
告
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
が
講
習
会
で

得
た
学
び
を
日
々
の
奉
仕
に
生
か

し
て
頂
き
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
、
ご
健
勝
を
祈
念
し
ご
報
告
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

東
洋
大
心
崇
敬
組
合

地
方
祭
式
講
習
会
開
催

大
分
崇
敬
組
合

地
方
祭
式
講
習
会
開
催

第
二
十
二
回　

御
神
像
拝
戴
奉
仕
者
講
習
会
開
催

『石鎚山環境保全応援団』
　加入（ご寄付）のお願い

22%

6%

18%28%

26%

清掃・設備点検費

普及広報費

登山道整備費

修繕積立費

その他（備品購入など）

維持管理費用の構成比 もし維持管理費がなくなると…？

【石鎚山クリーンアップ協議会　事務局】
〇 西条市役所 観光振興課 ＴＥＬ：０８９７－５２－１６９０

『石鎚山環境保全応援団』の申込（寄付）は、

（年間）１口３万円（企業・団体） １口１万円（個人）
から募集しています。
お申込みは下記事務局へ連絡いただくか、右のＱＲコードからお申込みください。
※加入者にはトイレクーポン（12枚綴り）を返礼いたします

みなさまのご協力を、
心よりお願い申し上げます

■石鎚山クリーンアップ協議会
　令和６年度予算案参照

※トイレ施設の壁面塗替、汚泥汲取りなど

適切な管理・修繕には、
年間５００万円以上の
維持管理費が必要です 壁面の劣化やカビ

登山道が朽ち、
通行不能に

石鎚山が快適に登山できるのは、みなさまのご協力のおかげです

（トイレ施設の壁面を塗替） （登山道を修繕）

そのうち、協力金や寄付金が
７割を占めています！

石鎚山二の鎖下「石鎚山公衆トイレ休憩所」の維持管理や、石鎚登山道（土小屋ルート）の修繕は、
３つの収入によって適切に実施しています。

〇市町村の負担金
〇トイレ利用協力金（トイレチップ）
〇企業・団体や個人からの寄付金

寄付金は年々減少傾向にあり、もし維持管理費が
なくなると以下のような問題が発生します。

〇壁面の塗替ができず、色落ち、カビが発生する

〇清掃回数が減り、ゴミや汚れが散乱する

〇トイレの劣化が加速し、使用禁止箇所が増える

〇登山道の修繕ができず、閉鎖される可能性も…

（申込フォームへ）

〇 久万高原町役場 まちづくり戦略課 ＴＥＬ：０８９２－２１－１１１１
愛媛県庁 自然保護課 ＴＥＬ：０８９－９１２－２３６６〇
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令
和
七
年
九
月
一
日
（
月
）
、

本
社
の
月
次
祭
に
あ
わ
せ
て
御
神

像
拝
戴
神
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
時

に
ご
奉
仕
頂
く
拝
戴
奉
仕
団
の
講

習
会
が
十
九
名
の
参
加
を
頂
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
正
し
い
作
法
を

学
び
、
年
間
七
回
行
わ
れ
る
御
神

像
拝
戴
を
行
い
た
い
・
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
交
流
を
深
め
、
参
拝

者
に
喜
ん
で
頂
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
始
ま
り
、
今
回
が
二
十
二
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
の
最
多
参
加
者
回
数

は
十
七
回
の
高
岡
先
達
・
初
め
て

の
方
も
二
名
お
ら
れ
、
御
神
像
の

受
け
渡
し
、
拝
戴
時
の
注
意
事

項
、
座
っ
て
行
う
・
立
っ
て
行
う

拝
戴
を
学
び
、
力
を
入
れ
る
だ
け

が
良
い
の
で
は
な
く
、
奉
仕
者
と

御
神
像
拝
受
者
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
る
よ
う
に
心
が
け
る
な
ど
、

心
の
持
ち
方
も
含
め
て
講
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
毎
年
九
月
一
日

の
午
後
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

【
受
講
者
ご
芳
名
】

東
予
崇
敬
組
合

窪
田　

進

西
条
周
桑
崇
敬
組
合

佐
伯　

義
明
・
菅　
　

忠
昭

十
亀　

勉　

・
高
岡　

信
行

藤
田　

義
久
・
杉
森　

信
友

神
野　

克
史

中
予
崇
敬
組
合

山
本
眞
理
子
・
鈴
村　

寿
一

伊
藤　

佳
次
・
乙
井　

正
男

高
石　

滋　

・
市
田　

淳

市
田　

智
恵
・
山
下　

伸
美

宇
野　

牧
子
・
後
藤　

広
幸

南
予
崇
敬
組
合

肥
田　

真
由
美

記　

権
宮
司　

十
亀
博
行

　

令
和
七
年
度
の
大
分
崇
敬
組
合

主
催
地
方
祭
式
講
習
会
が
左
記
の

要
領
に
て
執
り
行
わ
れ
、
皆
さ
ん

熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

記

主　

催　

大
分
崇
敬
組
合

組
合
長　

田
島
大
悟

日　

程　

九
月
二
十
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　

二
十
一
㈰
ま
で

場　

所　

大
分
県　

尺
間
嶽
教
会

参
加
者　

二
十
五
名
（
新
人
八
名
）

（
以
上
・
敬
称
略
）

記　

禰
宜　

大
岡

　

去
る
九
月
十
三
日
か
ら
十
四
日

の
二
日
間
、
岡
山
県
井
原
市
に
あ

り
ま
す
備
中
鬼
石
組
遙
拝
所
に

て
、
本
社
曽
我
部
権
禰
宜
指
導
の

も
と
東
洋
大
心
崇
敬
組
合
の
祭
式

作
法
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
洋
大
心
崇
敬
組
合
管
内
よ
り

十
二
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
正

坐
の
姿
勢
、
拝
の
角
度
、
笏
法
等

の
基
礎
作
法
の
鍛
錬
、
大
祭
式
に

則
っ
た
行
事
作
法
の
実
技
を
行

い
、
二
日
目
の
夕
方
に
講
習
会
の

習
熟
度
を
見
せ
て
頂
く
為
、
参
加

者
全
員
に
所
役
を
割
り
振
り
、
大

祭
式
に
て
終
了
奉
告
祭
を
斎
行
し

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
が
講
習
会
で

得
た
学
び
を
日
々
の
奉
仕
に
生
か

し
て
頂
き
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
、
ご
健
勝
を
祈
念
し
ご
報
告
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

東
洋
大
心
崇
敬
組
合

地
方
祭
式
講
習
会
開
催

大
分
崇
敬
組
合

地
方
祭
式
講
習
会
開
催

第
二
十
二
回　

御
神
像
拝
戴
奉
仕
者
講
習
会
開
催

『石鎚山環境保全応援団』
　加入（ご寄付）のお願い

22%

6%

18%28%

26%

清掃・設備点検費

普及広報費

登山道整備費

修繕積立費

その他（備品購入など）

維持管理費用の構成比 もし維持管理費がなくなると…？

【石鎚山クリーンアップ協議会　事務局】
〇 西条市役所 観光振興課 ＴＥＬ：０８９７－５２－１６９０

『石鎚山環境保全応援団』の申込（寄付）は、

（年間）１口３万円（企業・団体） １口１万円（個人）
から募集しています。
お申込みは下記事務局へ連絡いただくか、右のＱＲコードからお申込みください。
※加入者にはトイレクーポン（12枚綴り）を返礼いたします

みなさまのご協力を、
心よりお願い申し上げます

■石鎚山クリーンアップ協議会
　令和６年度予算案参照

※トイレ施設の壁面塗替、汚泥汲取りなど

適切な管理・修繕には、
年間５００万円以上の
維持管理費が必要です 壁面の劣化やカビ

登山道が朽ち、
通行不能に

石鎚山が快適に登山できるのは、みなさまのご協力のおかげです

（トイレ施設の壁面を塗替） （登山道を修繕）

そのうち、協力金や寄付金が
７割を占めています！

石鎚山二の鎖下「石鎚山公衆トイレ休憩所」の維持管理や、石鎚登山道（土小屋ルート）の修繕は、
３つの収入によって適切に実施しています。

〇市町村の負担金
〇トイレ利用協力金（トイレチップ）
〇企業・団体や個人からの寄付金

寄付金は年々減少傾向にあり、もし維持管理費が
なくなると以下のような問題が発生します。

〇壁面の塗替ができず、色落ち、カビが発生する

〇清掃回数が減り、ゴミや汚れが散乱する

〇トイレの劣化が加速し、使用禁止箇所が増える

〇登山道の修繕ができず、閉鎖される可能性も…

（申込フォームへ）

〇 久万高原町役場 まちづくり戦略課 ＴＥＬ：０８９２－２１－１１１１
愛媛県庁 自然保護課 ＴＥＬ：０８９－９１２－２３６６〇
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編
集
前
記

　

令
和
七
年
⼋
⽉
⼆
⽇
〜
五
⽇
迄

の
四
⽇
間
︑
三
泊
四
⽇
の
⽇
程
で

第
五
⼗
⼋
回
⽯
鎚
⻘
少
年
錬
成
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

今
年
は
前
回
の
五
⼗
七
回
と
違

い
⼀
泊
多
く
ま
た
⽇
程
も
⼋
⽉
の

初
旬
と
い
う
変
更
が
あ
っ
た
為
か

会
員
三
名
と
い
う
少
⼈
数
で
は
あ

り
ま
し
た
が
た
く
さ
ん
の
⽅
々
の

ご
協
⼒
も
あ
り
無
事
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
︒

　

こ
の
︑
⾍
の
声
﹁
第
五
⼗
⼋
回

⽯
鎚
⻘
少
年
錬
成
会
特
集
号
﹂
で

は
︑
会
員
の
感
想
や
九
⽉
⼆
⼗
⼀

⽇
に
⾏
わ
れ
ま
し
た
定
例
総
会
の

ご
報
告
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
︒

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
︒
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越
智
　
大
喜

　

ぼ
く
が
︑
錬
成
会
で
楽
し

か
っ
た
こ
と
は
︑
み
そ
ぎ
が
た

の
し
か
っ
た
で
す
︒

　

理
由
は
︑
⼊
る
前
に
す
る
や

つ
が
た
の
し
か
っ
た
で
す
︒　

　

⼊
っ
た
と
き
は
つ
め
た
か
っ 

た
け
ど
じ
っ
と
し
て
る
と
あ
っ 

た
か
か
っ
た
で
す
︒

　

⼭
登
り
も
た
の
し
か
っ
た
で

す
︒

　

⼭
登
り
は
︑
の
ぼ
る
と
き
と

げ
ざ
ん
は
め
っ
ち
ゃ
つ
か
れ
ま

し
た
︒

　

⽯
鎚
⼭
の
上
は
朝
は
さ
む

か
っ
た
で
す
。

村
田
　
和
也

　

第
五
⼗
⼋
回
⽯
鎚
⻘
少
年
錬

成
会
で
委
員
⻑
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
村
⽥
和
也
で
す
︒

　

ま
ず
は
︑
こ
の
度
の
錬
成
会

が
無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
を

非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
︒

　

今
回
の
錬
成
会
は
過
去
最
少

⼈
数
の
三
名
で
し
た
︒

　

錬
成
会
の
中
で
も
⼀
番
の
⾏

事
で
あ
る
⼆
⽇
目
の
⽯
鎚
神
社

頂
上
社
に
む
け
て
の
登
⼭
や
三

⽇
目
の
下
⼭
を
⾏
う
際
に
⼤
き

な
怪
我
を
す
る
会
員
は
い
な

か
っ
た
た
め
非
常
に
嬉
し
く
思

い
ま
す
︒

　

今
回
⼈
数
が
少
な
く
悲
し
い

思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
︑
会
員

の
み
ん
な
の
雰
囲
気
を
⾒
た
感

じ
や
︑
感
想
⽂
を
読
ん
で
み
て

少
な
い
⼈
数
だ
か
ら
こ
そ
の
会

員
同
⼠
︑
会
員
と
⻘
年
部
の
距

離
感
も
近
く
節
度
が
あ
る
中
で

も
楽
し
い
錬
成
会
に
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

他
の
⼈
と
協
⼒
す
る
こ
と
︑

他
の
⼈
を
思
い
や
る
こ
と
︑
⼈

の
話
を
聞
く
こ
と
な
ど
そ
の
⾝

に
つ
け
た
⼒
を
今
後
何
か
役
に

⽴
て
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
︒

　

次
回
の
錬
成
会
で
は
今
回
来

て
く
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
が
お

友
達
を
誘
っ
て
き
て
く
れ
た
り

し
て
多
く
の
会
員
が
集
ま
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
︒

　

我
々
⻘
年
部
も
今
回
以
上
の

錬
成
会
が
次
回
開
催
で
き
る
よ

う
に
尽
⼒
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ま

た
あ
い
ま
し
ょ
う
︒

大
地
　
咲
桜
美

　

私
が
錬
成
会
で
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
︑
頂
上
で
過
ご
し
た
こ

と
で
す
︒

　

理
由
は
初
め
て
⼭
の
頂
上
で

過
ご
し
た
か
ら
で
す
︒

　

特
に
頂
上
で
過
ご
し
て
楽
し

か
っ
た
こ
と
は
星
空
を
⾒
た
こ

と
で
す
︒

　

理
由
は
い
つ
も
⾒
る
星
よ
り

も
星
の
数
が
多
か
っ
た
し
︑
光

の
強
さ
が
強
く
て
キ
ラ
キ
ラ

光
っ
て
い
る
の
が
き
れ
い
だ
っ 

た
か
ら
で
す
︒

　

他
に
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は

頂
上
か
ら
花
⽕
を
⾒
た
こ
と
で

す
︒

　

頂
上
か
ら
今
治
市
ま
で
は
も

の
す
ご
く
遠
い
の
に
花
⽕
が

し
っ
か
り
⾒
え
た
の
で
お
ど
ろ

き
ま
し
た
︒

　

い
つ
も
⾒
る
花
⽕
よ
り
も
遠

く
か
ら
⾒
た
の
で
花
⽕
の
⼤
き

さ
は
⼩
さ
か
っ
た
け
ど
︑
⼩
さ

い
花
み
た
い
に
⾒
え
て
と
て
も

か
わ
い
か
っ
た
で
す
︒

　

ま
た
︑
た
ま
に
花
⽕
の
⾳
も

聞
こ
え
て
︑
近
く
で
⾒
て
る
よ

う
な
気
持
ち
に
な
れ
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
︒

委
　
員
　
長
　
挨
　
拶

会

員

感

想

文



第779号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年１１月１日石　鎚　社　報 第779号 （二ヶ月一回一日発行） 令和７年１１月１日石　鎚　社　報

- 26 -- 27 -

　

九
月二十一日




午
前
十
時
に

第
五
⼗
三
回
⻘
年
部
定
例
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
︒

　

総
会
で
は
⽯
鎚
⻘
少
年
錬
成

会
を
今
後
恒
久
的
に
続
け
て
い

く
た
め
に
︑
⻘
年
部
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
け
る
こ
と
︵
⽇

程
・
募
集
⽅
法
他
︶
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
︒

　

錬
成
会
の
新
⽇
程
案
の
件
と

し
て
は
会
員
の
⽅
々
が
気
軽
に

参
加
し
や
す
く
あ
る
よ
う
⽇
程

を
お
盆
明
け
開
催
と
し
︑
⼀
⽇

減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
頂
上
⼭
荘
へ
の
宿
泊

の
あ
り
⽅
や
第
六
⼗
回
に
向
け

て
の
話
し
合
い
︵
周
年
の
み
三

泊
四
⽇
︶
な
ど
を
話
し
合
い
ま

し
た
︒

　

ま
た
正
⽉
奉
仕
に
つ
い
て
や
︑

予
算
な
ど
⻘
年
部
の
活
動
に
と

っ
て
重
要
で
内
容
の
濃
い
総
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

　

ぶ
じ
け
が
な
く
⽯
鎚
⼭
を
の

ぼ
っ
た
り
下
⼭
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
︒

　

上
か
ら
⾒
る
花
⽕
⼩
っ
ち
ゃ

か
っ
た
し
す
ご
か
っ
た
で
す
︒

　

来
年
も
い
け
た
ら
い
き
た
い

で
す
︒

藤
原
　
宏
輔

　

ぼ
く
が
錬
成
会
で
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
︑
⼭
登
り
と
花
⽕
と
︑

み
そ
ぎ
で
す
︒

　

理
由
は
︑
⼭
登
り
を
す
る
の

が
︑
久
し
ぶ
り
だ
か
ら
わ
く
わ

く
し
て
い
て
︑
上
に
登
る
と
す

ず
し
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
か

ら
で
す
︒

　

花
⽕
は
︑
上
か
ら
⾒
る
今
ば

り
の
花
⽕
が
新
せ
ん
で
︑
楽
し

か
っ
た
で
す
︒

　

み
そ
ぎ
は
︑
初
め
て
や
る
し
︑

⽔
に
⼊
る
時
は
冷
た
か
っ
た
け

れ
ど
︑
⼊
っ
て
少
し
た
っ
た
ら

あ
っ
た
か
く
感
じ
て
き
て
︑
気

持
ち
よ
く
な
っ
て
き
た
所
が
楽

し
か
っ
た
で
す
︒

　

⽯
鎚
⼭
に
登
る
時
と
下
⼭
す

る
と
き
け
が
を
せ
ず
に
︑
無
事

で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
︒

　

ま
た
︑
缶
つ
ぶ
し
と
建
物
さ

が
し
︑
ふ
う
り
ん
作
り
も
楽
し

か
っ
た
で
す
︒

　

ま
た
︑
来
年
も
⾏
き
た
い
で

す
︒

定
例
会
の
ご
報
告
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編
集
後
記

　

こ
の
⾍
の
声
で
錬
成
会
の
思

い
出
が
少
し
で
も
思
い
返
せ
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

第
五
⼗
⼋
回
⽯
鎚
⻘
少
年
錬

成
会
は
無
事
閉
講
し
ま
し
た
が
︑

次
回
の
練
成
会
に
向
け
て
⻘
年

部
⼀
同
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
︒

　

第
五
⼗
九
回
⽯
鎚
⻘
少
年
錬

成
会
で
よ
り
多
く
の
⽅
が
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

（
発
行
所
）
愛
媛
県
西
条
市

西
田
甲
７
９
７

石
鎚
青
年
部
事
務
局

（
発
行
代
表
者
）
武
智　

正
人

（
編
集
責
任
者
）
村
田　

和
也

（
編
集
者
）　　

寺
川　

卓

（
印
刷
所
）

（
有
）
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

石
鎚
青
年
部
会
報
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し
て
午
前
五
時
半
に
入
り
本
殿
の

午
前
六
時
の
日
供
祭
に
向
拝
で
手

を
合
わ
さ
れ
る
…
。

　

誰
か
っ
て
？
そ
う
！
営
繕
担
当

の
前
職
員
「
難
波
江
辰
一
さ
ん
」

じ
ゃ
〜
。
な
の
で
宿
直
の
神
職
さ

ん
は
何
度
も
早
朝
に
お
目
に
か

か
っ
て
お
る
こ
と
に
な
る
。

　

職
員
に
な
る
前
か
ら
の
早
朝
参

拝
を
日
課
と
し
て
、
職
員
に
な
っ

て
も
勤
務
前
に
、
そ
し
て
退
職
し

て
か
ら
も
同
様
に
参
拝
を
続
け
、

今
年
で
な
ん
と
十
八
年
を
数
え
て

お
る
ら
し
い
。

　

ご
自
宅
は
本
社
地
元
の
西
田
地

区
で
、
以
前
は
一
時
間
以
上
を
掛

け
て
ご
自
宅
の
玄
関
か
ら
徒
歩
で

神
門
を
く
ぐ
り
境
内
の
末
社
、
摂

務
時
間
を
避
け
て
早
朝
や
夕
刻
に

黙
々
と
掃
き
掃
除
し
て
く
れ
よ
る

三
十
代
半
ば
の
男
性
が
お
る
。
ホ

ン
ト
黙
々
と
丁
寧
に
。
毎
日
で
は

な
い
ら
し
い
が
、
勤
務
時
間
外
の

こ
と
で
こ
の
様
子
を
知
ら
ん
職
員

さ
ん
も
多
い
ら
し
い
。
文
字
通
り

「
人
知
れ
ず
」
の
ご
奉
仕
…
。

　

信
者
さ
ん
？
か
の
う
。
ど
ん
な

思
い
で
箒
を
手
に
さ
れ
と
る
ん

じ
ゃ
ろ
う
…
き
っ
か
け
は
何
じ
ゃ

ろ
う
…
と
無
粋
な
わ
し
は
つ
い
つ

い
思
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ま
た
文

字
通
り
「
神
の
み
ぞ
知
る
」
じ
ゃ

な
〜
。

　

こ
の
成
就
地
区
の
森
も
、
人
間

様
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
ん
な
命
が

千
三
百
年
も
の
間
今
日
を
明
日
へ

と
繋
い
で
来
た
。
ご
縁
の
ま
ま
に

そ
れ
ぞ
れ
が
夫
々
の
務
め
を
果
た

し
た
結
果
が
今
に
あ
る
。
本
社
の

境
内
も
然
り
じ
ゃ
。
様
々
な
ご
縁

の
ま
ま
に
今
日
を
訪
ね
る
。
合
掌

し
た
り
箒
を
手
に
し
た
り
、
は
た

ま
た
御
神
水
を
飲
ん
で
み
た
り
木

陰
で
深
呼
吸
し
た
り
、
ベ
ン
チ
に

腰
を
掛
け
て
景
色
を
眺
め
て
み
た

り
…
そ
れ
ぞ
れ
の
命
は
輝
く
。

文
責　

相
談
員　

曽
我
部
英
司

の
ご
家
族
や
周
り
の
人
も
引
い
て

は
団
体
や
組
織
な
ん
ぞ
も
和
や
か

な
時
空
間
が
満
ち
て
い
く
に
違
い

な
い
。

　

自
分
に
実
践
の
無
い
お
方
の
よ

く
い
う
「
綺
麗
事
？
」
ら
し
き
で

は
の
う
て
、
実
践
し
て
い
る
人

間
様
の
語
り
は
間
違
い
な
く
「
綺

麗
な
事
で
麗
し
い
」
わ
い
。

　

ま
、
タ
ヌ
キ
の
わ
し
な
ん
ぞ

大
概
何
を
や
っ
て
も
三
日
坊
主
。

唯
一
続
い
て
お
る
散
歩
も
「
今

日
は
雨
じ
ゃ
か
ら
、
寒
い
か
ら

…
」
な
ん
ぞ
と
お
天
気
の
せ
い

に
し
て
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
い

よ
る

(

笑

)

恥
ず
か
し
い
限
り

じ
ゃ
わ
い
。

　

難
波
江
さ
〜
ん
、
明
日
か
ら

も
気
持
ち
良
く
早
朝
参
拝
を
フ
ァ

イ
ト
♪

　

お
蔭
さ
ま
で
、
広
い
本
社
の
境

内
も
、
年
間
を
通
し
て
自
主
的
に

掃
き
清
め
て
く
れ
よ
る
お
方
が
何

人
か
お
ら
れ
る
よ
う
で
…
。

　

そ
の
中
の
お
一
人
で
こ
こ
二
年

ぐ
ら
い
、
祖
霊
殿
や
本
殿
、
蛇
の

口
の
池
の
周
辺
を
職
員
さ
ん
の
勤

社
を
巡
拝
し
な
が
ら
本
殿
へ
参
拝

さ
れ
よ
っ
た
ら
し
い
。
今
は
、
途

中
の
駐
車
場
に
車
を
停
め
て
近
く

の
末
社
の
ひ
と
つ
大
石
社
の
周
辺

を
掃
き
掃
除
し
て
か
ら
お
参
り
が
始

ま
る
よ
う
じ
ゃ
が
、
朔
日
と
十
五

日
は
や
は
り
末
社
、
摂
社
の
巡
拝

か
ら
そ
の
日
を
始
め
て
お
る
と
の

こ
と
。
自
宅
に
居
な
い
時
や
病
気

の
時
以
外
は
皆
勤
賞
♪
じ
ゃ
と
…

十
八
年
間
か
ぁ
〜
す
ご
い
の
う
。

　

ご
本
人
曰
く
、
十
八
年
前
の
あ

る
日
、
早
朝
に
時
間
が
で
き
た
の

で
ふ
と
思
い
つ
い
て
参
拝
を
始
め

て
み
た
。
す
る
と
〜
続
け
る
う
ち

に
先
ず
は
自
分
が
気
持
ち
良
い
し

心
身
も
調
子
良
く
な
り
、
ご
自
身

始
め
ご
家
族
ご
一
同
様
も
「
神
様

の
お
蔭
を
頂
い
て
い
る
」
こ
と
を

実
感
し
…
以
来
感
謝
の
心
を
以
て

毎
日
楽
し
み
に
石
鎚
の
神
様
に
ご

挨
拶
を
続
け
て
お
ら
れ
る
と
の
こ

と
。

　

…
そ
う
そ
う
、
や
は
り
一
緒
な

ん
じ
ゃ
の
う
〜
物
事
を
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
お
方
は
。
例
え
そ
れ

が
し
ん
ど
そ
う
な
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
か
で
あ
っ
て
も
、「
楽

し
く
務
め
て
感
謝
す
る
」
こ
と
を

自
然
に
見
出
し
よ
る
。
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
本
人
様
も
、
そ

※
人
知
れ
ず
神
様
の
お
庭
を

「
掃
き
掃
除
〜
」
の
こ
と
。

空
間
」
が
な
く
な
る
？
の
は
寂
し

い
の
う
〜
。

　

こ
の
お
山
に
生
ま
れ
育
っ
て
三

百
年
、
お
気
楽
に
日
々
住
ま
わ
せ

て
も
ろ
う
と
る
が
、
こ
ん
な
わ
し

で
も
、
巣
穴
の
周
辺
を
年
中
散
歩

し
て
お
る
と
、
さ
す
が
に
植
生
と

や
ら
の
変
化
も
気
付
く
し
道
中
で

出
く
わ
す
昆
虫
や
わ
し
の
仲
間
の

小
動
物
ら
も
年
や
季
節
に
よ
っ
て

減
っ
た
り
増
え
た
り
、
挙
句
は
全

く
お
目
に
か
か
ら
ん
よ
う
に
な
っ

た
り
と
。
理
由
な
ん
ぞ
は
分
か
ら

ん
が
、
何
か
が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
変

わ
っ
て
行
き
よ
る
こ
と
は
肌
で
感

じ
て
お
る
。
わ
し
が
こ
こ
に
生
ま

れ
て
か
ら
、
ず
ー
っ
と
変
わ
ら
ん

も
の
は
、
今
日
も
こ
う
し
て
沢
山

の
人
間
様
が
お
頂
上
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
か
の
う
。

知
れ
ん
。
し
て
見
る
と
様
々
に
事

は
あ
ろ
う
が
、
人
間
様
が
長
い
時

を
掛
け
て
「
続
く
こ
と
」、「
続
け

ら
れ
る
こ
と
」
に
は
、
大
き
な
魅

力
や
命
を
輝
か
す
時
空
間
が
あ
る

じ
ゃ
ろ
う
こ
と
は
タ
ヌ
キ
の
わ
し

に
も
想
像
は
で
き
る
…
が
、
そ
の

心
の
充
足
感
な
ん
ぞ
は
実
際
に
実

行
し
て
体
験
し
て
い
る
お
方
じ
ゃ

な
い
と
分
か
ら
ん
の
じ
ゃ
ろ
う
の

う
。

　

西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
神
社
頂

上
社
に
年
間
を
通
し
て
毎
月
お
参

り
す
る
お
方
も
お
る
し
、
西
条
市

街
の
本
社
へ
は
、
毎
日
お
参
り
さ

れ
る
方
も
お
る
よ
う
じ
ゃ
。

　

本
社
勤
務
の
職
員
さ
ん
が
話

し
て
お
っ
た
が
、
例
え
ば
早
朝

に
お
参
り
を
続
け
と
る
お
方
も

何
名
か
お
っ
て
、
お
名
前
も
知
っ

て
い
る
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、

よ
く
お
見
掛
け
す
る
の
で
途
中

で
お
名
前
を
知
っ
た
り
と
、
ご

縁
と
は
面
白
い
も
の
。
そ
ん
な

中
で
も
、
わ
し
が
聞
い
た
中
で
は
、

継
続
年
数
も
か
る
く
十
年
を
超

え
る
お
方
で
、
境
内
に
は
平
均

　

今
年
の
夏
は
？
と
い
う
か
最
近

の
お
山
の
夏
は
、
以
前
に
比
べ
て

暑
く
な
っ
た
の
う
〜
。
か
つ
て
は

「
四
国
の
札
幌
」
と
い
わ
れ
た
石

鎚
山
の
七
合
目
、
こ
こ
成
就
地
区

じ
ゃ
が
、
何
や
ら
本
家
？
の
北
海

道
の
夏
が
今
で
は
沖
縄
よ
り
暑
い

日
も
あ
る
よ
う
じ
ゃ
…
。
日
本
の

麗
し
い
「
四
季
」
が
い
ず
れ
夏
と

冬
の
「
二
季
」
に
な
る
と
い
う
お

方
も
お
る
…
。
ま
、
タ
ヌ
キ
の
わ

し
が
心
配
し
て
も
ど
う
な
る
も
の

で
も
な
い
が
の
う
。
仮
に
二
季
に

な
っ
て
も
何
と
か
な
る
じ
ゃ
ろ
う

し
？
す
る
し
か
な
い
し
〜
そ
れ
な

り
の
良
さ
？
な
ん
ぞ
も
生
ま
れ
て

来
る
の
か
も
知
れ
ん
わ
い
。

　

そ
う
い
え
ば
「
夕
立
」
と
い
う

言
葉
を
聞
か
な
く
な
っ
て
久
し
く
、

変
わ
っ
て
生
ま
れ
た
言
葉
が
「
ゲ

リ
ラ
豪
雨
」
か
ぁ
？
が
正
直
、
平

安
中
期
の
大
昔
に
清
少
納
言
さ
ん

と
や
ら
が
麗
し
い
と
思
っ
た
「
春

の
あ
け
ぼ
の
や
秋
の
夕
暮
れ
の
時

　

登
山
、
下
山
は
し
ん
ど
い
筈

じ
ゃ
し
、
江
戸
時
代
中
期
よ
り
は

石
鎚
参
り
が
一
般
に
広
ま
っ
て
き

た
が
、
そ
の
頃
は
登
山
道
も
獣
道

レ
ベ
ル
、
山
頂
行
は
命
が
け
。
今

で
も
時
間
を
か
け
て
お
金
も
使
っ

て
あ
の
お
頂
上
に
人
間
様
は
足
を

運
び
よ
る
…
開
山
以
来
千
三
百
年

は
優
に
超
え
た
が
の
う
〜
。

　

石
鎚
登
山
は
、
理
屈
じ
ゃ
の
う

て
、
と
に
か
く
お
山
に
入
り
、
山

頂
に
立
つ
と
心
は
晴
れ
晴
れ
と

清
々
し
く
「
人
知
を
超
え
た
何
か

し
ら
大
き
な
力
」
を
覚
え
る
よ
う

じ
ゃ
。
そ
の
体
感
を
人
間
様
は

「
神
」
や
「
仏
」
と
呼
ぶ
の
か
も

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
４
）

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
４
）

つ
れ
づ
れ

つ
れ
づ
れ

※
当
た
り
前
じ
ゃ
が
〜
「
観
て
な

け
れ
ば
気
付
か
な
い
」
の
こ
と
。

※
「
雨
の
日
も
風
の
日
も
〜
続
け

て
十
八
年
」
の
こ
と
。
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し
て
午
前
五
時
半
に
入
り
本
殿
の

午
前
六
時
の
日
供
祭
に
向
拝
で
手

を
合
わ
さ
れ
る
…
。

　

誰
か
っ
て
？
そ
う
！
営
繕
担
当

の
前
職
員
「
難
波
江
辰
一
さ
ん
」

じ
ゃ
〜
。
な
の
で
宿
直
の
神
職
さ

ん
は
何
度
も
早
朝
に
お
目
に
か

か
っ
て
お
る
こ
と
に
な
る
。

　

職
員
に
な
る
前
か
ら
の
早
朝
参

拝
を
日
課
と
し
て
、
職
員
に
な
っ

て
も
勤
務
前
に
、
そ
し
て
退
職
し

て
か
ら
も
同
様
に
参
拝
を
続
け
、

今
年
で
な
ん
と
十
八
年
を
数
え
て

お
る
ら
し
い
。

　

ご
自
宅
は
本
社
地
元
の
西
田
地

区
で
、
以
前
は
一
時
間
以
上
を
掛

け
て
ご
自
宅
の
玄
関
か
ら
徒
歩
で

神
門
を
く
ぐ
り
境
内
の
末
社
、
摂

務
時
間
を
避
け
て
早
朝
や
夕
刻
に

黙
々
と
掃
き
掃
除
し
て
く
れ
よ
る

三
十
代
半
ば
の
男
性
が
お
る
。
ホ

ン
ト
黙
々
と
丁
寧
に
。
毎
日
で
は

な
い
ら
し
い
が
、
勤
務
時
間
外
の

こ
と
で
こ
の
様
子
を
知
ら
ん
職
員

さ
ん
も
多
い
ら
し
い
。
文
字
通
り

「
人
知
れ
ず
」
の
ご
奉
仕
…
。

　

信
者
さ
ん
？
か
の
う
。
ど
ん
な

思
い
で
箒
を
手
に
さ
れ
と
る
ん

じ
ゃ
ろ
う
…
き
っ
か
け
は
何
じ
ゃ

ろ
う
…
と
無
粋
な
わ
し
は
つ
い
つ

い
思
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ま
た
文

字
通
り
「
神
の
み
ぞ
知
る
」
じ
ゃ

な
〜
。

　

こ
の
成
就
地
区
の
森
も
、
人
間

様
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
ん
な
命
が

千
三
百
年
も
の
間
今
日
を
明
日
へ

と
繋
い
で
来
た
。
ご
縁
の
ま
ま
に

そ
れ
ぞ
れ
が
夫
々
の
務
め
を
果
た

し
た
結
果
が
今
に
あ
る
。
本
社
の

境
内
も
然
り
じ
ゃ
。
様
々
な
ご
縁

の
ま
ま
に
今
日
を
訪
ね
る
。
合
掌

し
た
り
箒
を
手
に
し
た
り
、
は
た

ま
た
御
神
水
を
飲
ん
で
み
た
り
木

陰
で
深
呼
吸
し
た
り
、
ベ
ン
チ
に

腰
を
掛
け
て
景
色
を
眺
め
て
み
た

り
…
そ
れ
ぞ
れ
の
命
は
輝
く
。

文
責　

相
談
員　

曽
我
部
英
司

の
ご
家
族
や
周
り
の
人
も
引
い
て

は
団
体
や
組
織
な
ん
ぞ
も
和
や
か

な
時
空
間
が
満
ち
て
い
く
に
違
い

な
い
。

　

自
分
に
実
践
の
無
い
お
方
の
よ

く
い
う
「
綺
麗
事
？
」
ら
し
き
で

は
の
う
て
、
実
践
し
て
い
る
人

間
様
の
語
り
は
間
違
い
な
く
「
綺

麗
な
事
で
麗
し
い
」
わ
い
。

　

ま
、
タ
ヌ
キ
の
わ
し
な
ん
ぞ

大
概
何
を
や
っ
て
も
三
日
坊
主
。

唯
一
続
い
て
お
る
散
歩
も
「
今

日
は
雨
じ
ゃ
か
ら
、
寒
い
か
ら

…
」
な
ん
ぞ
と
お
天
気
の
せ
い

に
し
て
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
い

よ
る

(

笑

)

恥
ず
か
し
い
限
り

じ
ゃ
わ
い
。

　

難
波
江
さ
〜
ん
、
明
日
か
ら

も
気
持
ち
良
く
早
朝
参
拝
を
フ
ァ

イ
ト
♪

　

お
蔭
さ
ま
で
、
広
い
本
社
の
境

内
も
、
年
間
を
通
し
て
自
主
的
に

掃
き
清
め
て
く
れ
よ
る
お
方
が
何

人
か
お
ら
れ
る
よ
う
で
…
。

　

そ
の
中
の
お
一
人
で
こ
こ
二
年

ぐ
ら
い
、
祖
霊
殿
や
本
殿
、
蛇
の

口
の
池
の
周
辺
を
職
員
さ
ん
の
勤

社
を
巡
拝
し
な
が
ら
本
殿
へ
参
拝

さ
れ
よ
っ
た
ら
し
い
。
今
は
、
途

中
の
駐
車
場
に
車
を
停
め
て
近
く

の
末
社
の
ひ
と
つ
大
石
社
の
周
辺

を
掃
き
掃
除
し
て
か
ら
お
参
り
が
始

ま
る
よ
う
じ
ゃ
が
、
朔
日
と
十
五

日
は
や
は
り
末
社
、
摂
社
の
巡
拝

か
ら
そ
の
日
を
始
め
て
お
る
と
の

こ
と
。
自
宅
に
居
な
い
時
や
病
気

の
時
以
外
は
皆
勤
賞
♪
じ
ゃ
と
…

十
八
年
間
か
ぁ
〜
す
ご
い
の
う
。

　

ご
本
人
曰
く
、
十
八
年
前
の
あ

る
日
、
早
朝
に
時
間
が
で
き
た
の

で
ふ
と
思
い
つ
い
て
参
拝
を
始
め

て
み
た
。
す
る
と
〜
続
け
る
う
ち

に
先
ず
は
自
分
が
気
持
ち
良
い
し

心
身
も
調
子
良
く
な
り
、
ご
自
身

始
め
ご
家
族
ご
一
同
様
も
「
神
様

の
お
蔭
を
頂
い
て
い
る
」
こ
と
を

実
感
し
…
以
来
感
謝
の
心
を
以
て

毎
日
楽
し
み
に
石
鎚
の
神
様
に
ご

挨
拶
を
続
け
て
お
ら
れ
る
と
の
こ

と
。

　

…
そ
う
そ
う
、
や
は
り
一
緒
な

ん
じ
ゃ
の
う
〜
物
事
を
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
お
方
は
。
例
え
そ
れ

が
し
ん
ど
そ
う
な
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
か
で
あ
っ
て
も
、「
楽

し
く
務
め
て
感
謝
す
る
」
こ
と
を

自
然
に
見
出
し
よ
る
。
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
本
人
様
も
、
そ

※
人
知
れ
ず
神
様
の
お
庭
を

「
掃
き
掃
除
〜
」
の
こ
と
。

空
間
」
が
な
く
な
る
？
の
は
寂
し

い
の
う
〜
。

　

こ
の
お
山
に
生
ま
れ
育
っ
て
三

百
年
、
お
気
楽
に
日
々
住
ま
わ
せ

て
も
ろ
う
と
る
が
、
こ
ん
な
わ
し

で
も
、
巣
穴
の
周
辺
を
年
中
散
歩

し
て
お
る
と
、
さ
す
が
に
植
生
と

や
ら
の
変
化
も
気
付
く
し
道
中
で

出
く
わ
す
昆
虫
や
わ
し
の
仲
間
の

小
動
物
ら
も
年
や
季
節
に
よ
っ
て

減
っ
た
り
増
え
た
り
、
挙
句
は
全

く
お
目
に
か
か
ら
ん
よ
う
に
な
っ

た
り
と
。
理
由
な
ん
ぞ
は
分
か
ら

ん
が
、
何
か
が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
変

わ
っ
て
行
き
よ
る
こ
と
は
肌
で
感

じ
て
お
る
。
わ
し
が
こ
こ
に
生
ま

れ
て
か
ら
、
ず
ー
っ
と
変
わ
ら
ん

も
の
は
、
今
日
も
こ
う
し
て
沢
山

の
人
間
様
が
お
頂
上
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
か
の
う
。

知
れ
ん
。
し
て
見
る
と
様
々
に
事

は
あ
ろ
う
が
、
人
間
様
が
長
い
時

を
掛
け
て
「
続
く
こ
と
」、「
続
け

ら
れ
る
こ
と
」
に
は
、
大
き
な
魅

力
や
命
を
輝
か
す
時
空
間
が
あ
る

じ
ゃ
ろ
う
こ
と
は
タ
ヌ
キ
の
わ
し

に
も
想
像
は
で
き
る
…
が
、
そ
の

心
の
充
足
感
な
ん
ぞ
は
実
際
に
実

行
し
て
体
験
し
て
い
る
お
方
じ
ゃ

な
い
と
分
か
ら
ん
の
じ
ゃ
ろ
う
の

う
。

　

西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
神
社
頂

上
社
に
年
間
を
通
し
て
毎
月
お
参

り
す
る
お
方
も
お
る
し
、
西
条
市

街
の
本
社
へ
は
、
毎
日
お
参
り
さ

れ
る
方
も
お
る
よ
う
じ
ゃ
。

　

本
社
勤
務
の
職
員
さ
ん
が
話

し
て
お
っ
た
が
、
例
え
ば
早
朝

に
お
参
り
を
続
け
と
る
お
方
も

何
名
か
お
っ
て
、
お
名
前
も
知
っ

て
い
る
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、

よ
く
お
見
掛
け
す
る
の
で
途
中

で
お
名
前
を
知
っ
た
り
と
、
ご

縁
と
は
面
白
い
も
の
。
そ
ん
な

中
で
も
、
わ
し
が
聞
い
た
中
で
は
、

継
続
年
数
も
か
る
く
十
年
を
超

え
る
お
方
で
、
境
内
に
は
平
均

　

今
年
の
夏
は
？
と
い
う
か
最
近

の
お
山
の
夏
は
、
以
前
に
比
べ
て

暑
く
な
っ
た
の
う
〜
。
か
つ
て
は

「
四
国
の
札
幌
」
と
い
わ
れ
た
石

鎚
山
の
七
合
目
、
こ
こ
成
就
地
区

じ
ゃ
が
、
何
や
ら
本
家
？
の
北
海

道
の
夏
が
今
で
は
沖
縄
よ
り
暑
い

日
も
あ
る
よ
う
じ
ゃ
…
。
日
本
の

麗
し
い
「
四
季
」
が
い
ず
れ
夏
と

冬
の
「
二
季
」
に
な
る
と
い
う
お

方
も
お
る
…
。
ま
、
タ
ヌ
キ
の
わ

し
が
心
配
し
て
も
ど
う
な
る
も
の

で
も
な
い
が
の
う
。
仮
に
二
季
に

な
っ
て
も
何
と
か
な
る
じ
ゃ
ろ
う

し
？
す
る
し
か
な
い
し
〜
そ
れ
な

り
の
良
さ
？
な
ん
ぞ
も
生
ま
れ
て

来
る
の
か
も
知
れ
ん
わ
い
。

　

そ
う
い
え
ば
「
夕
立
」
と
い
う

言
葉
を
聞
か
な
く
な
っ
て
久
し
く
、

変
わ
っ
て
生
ま
れ
た
言
葉
が
「
ゲ

リ
ラ
豪
雨
」
か
ぁ
？
が
正
直
、
平

安
中
期
の
大
昔
に
清
少
納
言
さ
ん

と
や
ら
が
麗
し
い
と
思
っ
た
「
春

の
あ
け
ぼ
の
や
秋
の
夕
暮
れ
の
時

　

登
山
、
下
山
は
し
ん
ど
い
筈

じ
ゃ
し
、
江
戸
時
代
中
期
よ
り
は

石
鎚
参
り
が
一
般
に
広
ま
っ
て
き

た
が
、
そ
の
頃
は
登
山
道
も
獣
道

レ
ベ
ル
、
山
頂
行
は
命
が
け
。
今

で
も
時
間
を
か
け
て
お
金
も
使
っ

て
あ
の
お
頂
上
に
人
間
様
は
足
を

運
び
よ
る
…
開
山
以
来
千
三
百
年

は
優
に
超
え
た
が
の
う
〜
。

　

石
鎚
登
山
は
、
理
屈
じ
ゃ
の
う

て
、
と
に
か
く
お
山
に
入
り
、
山

頂
に
立
つ
と
心
は
晴
れ
晴
れ
と

清
々
し
く
「
人
知
を
超
え
た
何
か

し
ら
大
き
な
力
」
を
覚
え
る
よ
う

じ
ゃ
。
そ
の
体
感
を
人
間
様
は

「
神
」
や
「
仏
」
と
呼
ぶ
の
か
も

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
４
）

山
の
タ
ヌ
キ
の

　
　
　

 

徒
然
日
記
（
４
）

つ
れ
づ
れ

つ
れ
づ
れ

※
当
た
り
前
じ
ゃ
が
〜
「
観
て
な

け
れ
ば
気
付
か
な
い
」
の
こ
と
。

※
「
雨
の
日
も
風
の
日
も
〜
続
け

て
十
八
年
」
の
こ
と
。
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藹
々
の
雰
囲
気
で
遥
拝
の
鳥
居
へ

到
着
。
そ
こ
で
参
加
の
皆
さ
ん
リ

ュ
ッ
ク
の
中
を
ゴ
ソ
ゴ
ソ
さ
れ
た

な
あ
と
思
っ
た
ら
、
抹
茶
セ
ッ
ト

が
現
れ
、
お
茶
の
時
間
が
始
ま
り

ま
し
た
。
山
の
中
で
の
一
服
は
気

持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。

　

昼
食
を
挟
み
、
成
就
地
区
を
少

し
探
索
説
明
し
案
内
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
帰
ろ
う

と
思
い
立
っ
た
瞬
間
、
瀧
の
よ
う

な
大
雨
が
降
り
始
め
、
ご
参
加
の

皆
さ
ん
足
早
に
帰
っ
て
行
き
ま
し

た
。

　

今
回
も
出
だ
し
か
ら
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
責　

事
務
局
長　

十
亀
雅
史

奉祝式典・奉祝大祭　写真集

式典　受付
式典　教会等級昇格の発令

式典　宮司管長挨拶

式典　特別表彰

式典　実行委員長挨拶

ば
か
り
。私
に
務
ま
る
の
か
？
参
加

の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
く
れ
る
の
か

？
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
考
え
る
日

々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本
年
は
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
本

業
に
差
し
支
え
る
日
に
ち
・
時
間

を
外
し
、
ご
案
内
チ
ラ
シ
を
関
係

各
所
へ
配
布
致
し
ま
し
た
。

　

締
め
切
り
日
が
間
近
に
迫
る
中
、

申
込
が
来
な
い
・
・
・
案
内
中
止

か
？
と
少
し
安
堵
し
よ
う
と
し
た

中
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
「
5

名
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？
」
。

ド
キ
ド
キ
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

後
援
／
愛
媛
県
、
西
条
市
、
愛
媛
県

石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
、
西
条
市
観
光
物
産
協
会

【
日　

時
】 

令
和
７
年
７
月
１
日

（
火
）
〜
７
月
９
日
（
水
）

【
場　

所
】 

石
鎚
神
社
成
就
社
境

内
か
ら
成
就
地
区
周
辺
の
園
地
、

登
山
道

【
ご
案
内
件
数
及
び
人
数
】

1
件
、
5
名

【
案
内
者
】
十
亀
雅
史
事
務
局
長

　

本
事
業
も
コ
ロ
ナ
禍
明
け
か
ら

再
開
し
て
四
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
は
お
山
開
き
案
内

人
を
開
催
す
る
と
決
め
て
か
ら
数

日
後
、な
ん
と
！
？
流
暢
な
物
言
い

で
笑
い
あ
り
感
動
あ
り
の
リ
チ
ャ

ー
ド
節
で
有
名
な
曽
我
部
理
事
が

所
用
で
案
内
が
叶
わ
な
い
こ
と
が

判
明（
゜
д
゜)

・
・
・
な
ら
ば
、
誰

が
案
内
す
る
の
だ
･
･
･（
゜
д
゜)

私
と
い
う
こ
と
が
暗
黙
の
ま
に
ま

に
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら

と
い
う
の
も
、頭
は
案
内
人
の
こ
と

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

た
が
、
申
込
が
あ
り
後
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
も
ご
報
告

が
で
き
る
こ
と
に
ホ
ッ
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
山
開
き
は
毎
日
快
晴
。

い
つ
も
に
な
い
気
候
の
中
で
の
開

催
と
な
り
、
来
山
さ
れ
る
方
は
熱

中
症
対
策
を
万
全
に
し
つ
つ
多
く

の
登
山
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
曇
り
。
今
ま
で
の
日
と

は
違
い
、
涼
し
い
中
で
の
ご
案
内

と
な
り
ま
し
た
。
本
業
を
済
ま
せ

合
流
し
ご
挨
拶
の
後
に
神
門
を
く

ぐ
り
山
中
へ
。
そ
こ
か
ら
空
気
の

変
化
に
気
づ
き
ま
す
。
拙
い
ご
案

内
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
和
気

石
鎚
山
お
山
開
き
案
内
人

、
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藹
々
の
雰
囲
気
で
遥
拝
の
鳥
居
へ

到
着
。
そ
こ
で
参
加
の
皆
さ
ん
リ

ュ
ッ
ク
の
中
を
ゴ
ソ
ゴ
ソ
さ
れ
た

な
あ
と
思
っ
た
ら
、
抹
茶
セ
ッ
ト

が
現
れ
、
お
茶
の
時
間
が
始
ま
り

ま
し
た
。
山
の
中
で
の
一
服
は
気

持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。

　

昼
食
を
挟
み
、
成
就
地
区
を
少

し
探
索
説
明
し
案
内
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
帰
ろ
う

と
思
い
立
っ
た
瞬
間
、
瀧
の
よ
う

な
大
雨
が
降
り
始
め
、
ご
参
加
の

皆
さ
ん
足
早
に
帰
っ
て
行
き
ま
し

た
。

　

今
回
も
出
だ
し
か
ら
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
責　

事
務
局
長　

十
亀
雅
史

奉祝式典・奉祝大祭　写真集

式典　受付
式典　教会等級昇格の発令

式典　宮司管長挨拶

式典　特別表彰

式典　実行委員長挨拶

ば
か
り
。私
に
務
ま
る
の
か
？
参
加

の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
く
れ
る
の
か

？
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
考
え
る
日

々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本
年
は
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
本

業
に
差
し
支
え
る
日
に
ち
・
時
間

を
外
し
、
ご
案
内
チ
ラ
シ
を
関
係

各
所
へ
配
布
致
し
ま
し
た
。

　

締
め
切
り
日
が
間
近
に
迫
る
中
、

申
込
が
来
な
い
・
・
・
案
内
中
止

か
？
と
少
し
安
堵
し
よ
う
と
し
た

中
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
「
5

名
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？
」
。

ド
キ
ド
キ
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

後
援
／
愛
媛
県
、
西
条
市
、
愛
媛
県

石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
、
西
条
市
観
光
物
産
協
会

【
日　

時
】 

令
和
７
年
７
月
１
日

（
火
）
〜
７
月
９
日
（
水
）

【
場　

所
】 

石
鎚
神
社
成
就
社
境

内
か
ら
成
就
地
区
周
辺
の
園
地
、

登
山
道

【
ご
案
内
件
数
及
び
人
数
】

1
件
、
5
名

【
案
内
者
】
十
亀
雅
史
事
務
局
長

　

本
事
業
も
コ
ロ
ナ
禍
明
け
か
ら

再
開
し
て
四
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
は
お
山
開
き
案
内

人
を
開
催
す
る
と
決
め
て
か
ら
数

日
後
、な
ん
と
！
？
流
暢
な
物
言
い

で
笑
い
あ
り
感
動
あ
り
の
リ
チ
ャ

ー
ド
節
で
有
名
な
曽
我
部
理
事
が

所
用
で
案
内
が
叶
わ
な
い
こ
と
が

判
明（
゜
д
゜)

・
・
・
な
ら
ば
、
誰

が
案
内
す
る
の
だ
･
･
･（
゜
д
゜)

私
と
い
う
こ
と
が
暗
黙
の
ま
に
ま

に
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら

と
い
う
の
も
、頭
は
案
内
人
の
こ
と

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

た
が
、
申
込
が
あ
り
後
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
も
ご
報
告

が
で
き
る
こ
と
に
ホ
ッ
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
山
開
き
は
毎
日
快
晴
。
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つ
も
に
な
い
気
候
の
中
で
の
開

催
と
な
り
、
来
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方
は
熱

中
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対
策
を
万
全
に
し
つ
つ
多
く

の
登
山
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
曇
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。
今
ま
で
の
日
と

は
違
い
、
涼
し
い
中
で
の
ご
案
内

と
な
り
ま
し
た
。
本
業
を
済
ま
せ

合
流
し
ご
挨
拶
の
後
に
神
門
を
く

ぐ
り
山
中
へ
。
そ
こ
か
ら
空
気
の

変
化
に
気
づ
き
ま
す
。
拙
い
ご
案

内
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
和
気

石
鎚
山
お
山
開
き
案
内
人
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大祭　御本殿へ参進

大祭　舞楽「陵王」奉納

大祭　御神輿渡御

大祭・御旅所
集合写真

式典　最高功労章　金笏　下付

式典　夢華神楽　奉納

式典　日本舞踊　奉納祝賀会

だ
ん
じ
り
奉
納

大祭・御旅所
獅子舞奉納
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▲

石　

鎚　

社　

報

〒
七
九
三
―
八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

　

〇
八
〇
｜
一
九
九
八
｜
四
五
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
荘
予
約

【
振
替
】〇
一
六
八
〇
｜
〇
｜
一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】
武　

智　

正　

人

【
編　

集
】　　

  

十　

亀　

博　

行

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索⬅で 石鎚神社  HP　QRコード

　

今
般
の
周
年
に
併
せ
、
本
社
社

務
所
二
階
の
畳
（
四
部
屋
）
、
並

び
に
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
（
一
部
屋
）

の
張
り
替
え
を
大
阪
教
会
・
福
岡

神
和
教
会
よ
り
ご
奉
納
頂
き
ま
し

た
。
畳
の
部
屋
は
会
議
や
研
修
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
青
年
部
が
錬
成

会
の
企
画
立
案
な
ど
に
使
用
す
る

部
屋
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
お
披
露
目
申
し
上
げ
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
第
二
会
議
室
・
鯉
の
部
屋
）

（
青
年
部
部
屋
）

記　

権
宮
司　

十
亀
博
行

本
社　

社
務
所
二
階

畳
・
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

　
　

張
り
替
え
奉
納

大
阪
教
会

　

教
会
長　

湊　

喜
美
子

　
　

最
高
功
労
章　

金
笏

　
　

元
老
大
顧
問

　
　

中
教
正

福
岡
神
和
教
会

　

教
会
長　

佐
伯　

良
子

　
　

最
高
功
労
章　

金
笏

　
　

元
老
大
顧
問

　
　

本
教
功
労
章
・
大
教
正

　

奉
祝
大
祭
・
秋
季
例
大
祭
に
て

『
大
幟
旗
』
を
本
社
境
内
に
御
奉

納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
十
月
吉
日

『
大
幟
旗
』
御
奉
納
者

　
　

安
芸
教
会　
　

西
中　
　

剛

（
敬
称
略
）

　

御
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

尚
、
成
就
社
・
土
小
屋
遙
拝
殿

本
社
と
も
一
体
、
二
万
五
千
円
に

て
御
奉
納
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

禰
宜　

大
岡

御 

奉 

納


